
【図１】　学校の防災対策について、あなたはどのように思いますか？（単数回答）

１．学校の防災対策の状況Q

調査対象 : 全国の小学生の子どもを持つ親２４９人
調査方法 : インターネットリサーチ
実施時期 : ２０１３年９～１０月
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Vol.94 「学校防災の状況」

東日本大震災以降、「学校防災」に対する意識が高まってい
ます。文部科学省では、東日本大震災で明らかになった教訓
を踏まえ、地震・津波が発生した場合の具体的な対応につい
て「学校防災マニュアル（地震・津波災害）作成の手引き」を
作成し、様々な防災対策や防災教育を推進しています。では
今現在、学校防災はどのような状況なのでしょうか？今回は、
小学生の子どもがいらっしゃる親御さんに、学校の防災対策
の状況や地震への不安について伺いました。

学校の防災対策については、「とても満足している」８．０％、「やや満足している」６５．９％を合わせると、小学生の子どもがいらっし
ゃる親御さんの７割以上が学校の防災対策に満足していると回答しています。
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【図２】　現在、お住まいの地域に、地震が起きるのではないかという不安はありますか？（単数回答）

※グラフの数字は、小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります

２．地震に対する不安Q
自分が住んでいる地域に地震が起きるのではないかという不安については、全国平均では「かなり不安に思っている」１８．９％、「少し不
安に思っている」５１．４％を合わせると、約７割の方が不安に感じています。地域別に見ると、「東北」３８．５％、「関東」２４．５％、「東海
」２３．３％は、「かなり不安に思っている」という親御さんが全国平均に比べて多いという結果になりました。
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【図３】　あなたは地震・災害からお子様を守るために、どのような防災対策をしていますか？（複数回答）

３．保護者から子どもへの防災対策Q
保護者の方が地震・災害からお子様を守るために行っている防災対策は、「机の下にもぐるなどの初動対応を教えている」４７．４％が
最も多く、次に「懐中電灯・ラジオなどの準備している」４０．６％、「学校からの連絡網や子どもの引渡し方法を確認している」３９．０
％、「非常食・飲料水の備蓄をしている」３７．８％、「安全な避難場所や避難ルートを教えている」３０．１％といった初動対応や日頃の
備えなどが上位にあげられました。

0 10 20 30 40 50

机の下にもぐるなどの
初動対応を教えている

懐中電灯・ラジオなどを準備している

学校からの連絡網や
子どもの引っ越し方法を確認している

非常食・ 飲料水を備蓄している

             25.3%

          　　　 20.9%

                  0.8％

            20.5%

（％）
（n=249）

        　　　　　　　　　　　   47.4％

                　         40.6%

              　      39.0%

              　     37.8%

              　  30.1%安全な避難場所や
避難ルートを教えている

家庭で家具類の
転倒・落下防止を行っている

子ども用に防災頭巾などを購入している

 その他

特にしていない



KANKO ホームルーム菅公学生服株式会社

【本件に関するお問合せ先】菅公学生服株式会社 e-mail：info@kanko-gakuseifuku.co.jp

4/4

KANKOホームルームは、学生を取り巻く環境や子どもたちの意識・ライフスタイルについて、
多角的に調査・分析し、その結果をお届けしています。
ホームページでは、今回ご紹介した調査データ以外にも様々な情報を掲載しております。

http://kanko-gakuseifuku.co.jp

KANKO ホームルーム ～学生を読み解くデータ集～

検索KANKO ホームルーム

毎月最終
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更新

「おかしも」という言葉があります。この言葉は、学校で災害が発生した時に、児童生徒がパニックを起こさず安全に行動す
るための心構えとして、押さない（お）、駆けない（か）、喋らない（し）、戻らない（も）の頭文字をとった標語として、学校の避
難訓練などで用いられています。
今回の調査では、小学生の子どもがいらっしゃる親御さんの７割以上が学校の防災対策に満足しているという結果になり
ました。しかし、自分が住んでいる地域に地震が起きるのではないかという不安については、全国では約７割の親御さんが
不安を感じており、地域別では、東日本大震災に見舞われた「東北」・「関東」や、東南地震の発生が懸念されている「東海」・「
近畿」で不安に感じている親御さんが多いという傾向になりました。また、保護者の方が地震・災害からお子様を守るため
に行っている防災対策は、「机の下にもぐるなどの初動対応を教えている」が約５割で最も多く、「学校からの連絡網や子ど
もの引渡し方法を確認している」３９．０％、「安全な避難場所や避難ルートを教えている」３０．１％といった子どもの授
業中や登下校中の防災対策があげられました。
未曾有の被害をもたらした東日本大震災を経験し、私たちの「学校防災」に対する意識は大きく変わったと言えます。地震・
災害はいつ起きるかわからないという心構えで、学校と保護者が連携した防災対策が求められています。
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